日本人全身性エリテマトーデス患者におけるSF-36の信頼性および疾患活動性や障害との関連: 連続2年度の前向き研究 by 馬場 さゆみ
Reliability of the SF-36 in Japanese patients
with systemic lupus erythematosus and its
associations with disease activity and damage:
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論文審査の要旨（400字以内） 
【目 的】日本人全身性エリテマトーデス（SLE）患者の健康関連 QOL を








であった。１年目の SDI は「活力」と MCS 以外のすべての下位尺度と PCS
に相関を認めたが、SLEDAI-２Kは相関を認めなかった。2年目において「社
会生活機能」とMCSは SDIまたは SLEDAI-２Kのスコアが増悪した患者に
おいて悪化した。 【結 論】本邦 SLE 患者において SF-36 の信頼性は十分
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